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米国における男女共学別学論の動向


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊15 本文p.20～22 以下は本文の内容を要約して訳出した。［ ］は私の補足である。
＊16 本文p.30～31
＊17 本文p.35～36
―48―
＊18 原文は「proactiveversusdefensive」である。「proactive」が事前に想定される問題を回避したり，問
題が起こる前に対処することであるのに対して，「defensive」はこの文脈では，それ（別学）自体の価値
を認め積極的に主張することである。
＊19 本文p.39
＊20 1926－1995米国の社会学者。「コールマンレポート」（1966年）は教育の平等（とりわけ人種間の）に
ついての調査と提言であり，行政と社会に大きな影響を与えた。
＊21 本文は以下からダウンロードを行った。（2012年12月10日）
http:/www2.ed.gov/rschstat/eval/other/single-sex/single-sex.pdf#search=・single+sex+versus+coed
ucational+schooling・
＊22 本文p.3～7
＊23 本文p.2
＊24 ここで「現時点での」としたのは「concurrent」であり，日常的に行われるテストの結果など，同時進
行的なデータである。
＊25 ここで「長期的」としたのは「long-term」であり，高校卒業時の試験成績，大学卒業状況，大学院進学
状況等，やや長いスパンの中で示されるものである。
＊26 本文p.77～78
＊27 本文p.12
＊28 本文p.83～85
＊29 本文p.86～89
＊30 本文p.88
＊31 本文は以下からダウンロードを行った。（2012年12月15日）
http:/www2.ed.gov/rschstat/eval/other/single-sex/characteristics/characteristics.pdf#search=・Ear
ly+Implementation+of+Public+SingleSex+schools%3A+Preceptions+and+Characteristics++2008・
＊32 本文p.1
＊33 本文p.13～16
＊34 この報告書がまとめられた2007年秋には別学の公立校は88校である。NASSPEによれば2011－2012年
度では116校であり，他に390校が別学の機会を提供しているという（合わせて506校）。全米で初等中
等レベルの公立校は10万校弱であるので，約0.5％である。別学実施校が約1000校であるという資料も
あり，そうであれば約1％となる。
＊35 ExecutiveSummaryp.12～15
＊36 不利な立場にある生徒を抱える学校に対する連邦政府からの補助金。
＊37 本文p.39～40
＊38 Science（AmericanAssociationfortheAdvancementofScience）2011.9.23（Vol.333）p.1706～1707
著者はDianeF.Halpern,LiseEliot,RebeccaS.Bigler,RichardA.Fabes,LauraD.Hanish,Janet
Hyde,LynnS.Liben,CarolLynnMartinである。
本文は以下からダウンロードを行った。（2013年1月5日）
http:/www.feminist.org/education/pdfs/pseudoscienceofsinglesexschooling.pdf#search=・The+Pseu
doscience+of+single・
＊39 前掲書 p.1707
＊40 この点に関連する資料としてOECD編『EqualyPreparedforLife?:How15-year-oldBoysandGirls
PerforminSchool』（2009年）はPISA調査（2000年，2003年，2006年）の結果について男女を比較
したものである。この中で別学教育についても触れられているが，全体として別学の方が優れているとい
う傾向は見られないとされている。また日本については共学の方が男女とも成績が良いとの指摘がある。
（p.44～45）
＊41 全国教育法研究会『全国教法研会報』（第60号 2003年6月30日）
―49―
（誌上討論:公立高校における男女別学問題）
・公立女子高校存在してもいいのではないか ・別学校選択肢論への反論
・共学と別学の共存を
＊42 この問題に関連した文献として，注2で触れた，佐藤実芳「男女共学に対する批判の分析日本，アメリ
カ，イギリスの男女共学の動向を対比して」（『ジェンダーと教育 横断研究の試み』 愛知淑徳大学ジェ
ンダー女性学研究所 2012年）がある。佐藤は「北関東（埼玉，栃木，群馬）では男女共同参画社会へ
の流れに逆らう形で，有名県立高校を，男子校（女子校）のまま存続させている」（同書89ページ）と評
価している。しかし「男女共同参画社会の実現」を前提としても，その方法として共学と別学のどのよう
なあり方が望ましいのかが論点であるはずであって，別学がただちに男女共同参画に反するとするのであ
れば，その点についてこそ十分な根拠を示して議論すべきであろう。
（ともの きよふみ 総合教育センター）
―50―
